
数学科学習指導案 

 

日   時：令和３年１２月１３日（月）第１校時 

場   所：沖縄県立糸満高等学校 ２年３組教室  

学   級：２年３組発展クラス 27 名 

（男子 14 名 女子 13 名） 

  使用教科書：東京書籍 数学ⅡStandard      

授 業 者：洲鎌 啓祐             

              

 

１．単元名 

５章 微分と積分  ２節 導関数の応用 

 

２．単元目標 

  (1) 微分係数や導関数の意味について理解し、それらを求めることができる。また、導関数を用いて

関数の値の増減や極値を調べ、グラフの概形を書く方法を理解する。【知識及び技能】 

  (2) 微分法を活用して事象を論理的に考察することができる。また、微分法における数学的な表現

を用いて事象を的確に表現することができる。【思考力，判断力，表現力】 

  (3) 具体的な事象の考察を通して微分法の有用性を認識し、それを積極的に活用して問題を解決し

ようとしている。【学びに向かう力，人間性等】 

 

３．単元について 

 （１）教材観 

   関数については、中学校第 2 学年で一次関数は変化の割合が一定であることを、第 3 学年で関

数 y＝ax2は変化の割合が一定でないことを取り扱い、「数学Ⅰ」で一般の二次関数について、変化

やグラフの特徴を調べて二次関数の値の変化について理解を深めている。ここでは、簡単な多項式

で表される関数に限定して、具体的な事象の考察を通して微分と積分の考えを理解し、その考えの

有用性を認識できるようにするとともに、微分の考えを活用して問題を解決する力などを養う。 

 

 （２）生徒観 

   習熟度別クラス分けの基礎クラスであり、内容の理解や計算の実行にはやや時間を要する。その

一方で、授業中懸命にノートを取ったり、問題を解いて互いに教えあったりする様子が増えてきて

おり、学習に向かう姿勢の面で向上が見られる。日々の授業においては、ノートをとる時間、話を

聞く時間、問題を解く時間をそれぞれしっかりと確保し、きめ細かく支援することを意識して進め

ていく。 

 

（３）指導観 

  「高等学校学習指導要領（平成３０年告示）」の数学科の内容においては、主に関数分野で「コン

ピュータなどの情報機器」の活用についての記述が大幅に増えており、これらの積極的な導入を推奨



していることが読み取れる。これまでは教師が機器を操作し、その画面をスクリーンに映しながら解

説するといった指導がよく行われていたが、スマートフォンやタブレットが普及した現在は生徒一

人ひとりが自分の手でソフトを操作することが可能になった。生徒が自分の端末でグラフを表示し、

その直観的イメージによって問題の意味を把握したり、得られた結論をグラフ上で検証したりする

など様々な場面での活用が考えられ、適切に導入すれば生徒の数学的活動を支援するツールとして

有効に機能すると思われる。本実践では、数学ソフトウェア「GeoGebra」を用いて関数のグラフにつ

いて考察する活動を通して、生徒が微分法の知識及び技能を習得することを目指す。 

 

４．単元の評価規準 

 

 

５．単元の実際と評価計画（計 9 時間） 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①平均変化率や微分係数、導関
　数の意味について理解し、そ
　れらを用いて接線の傾きや方
　程式を求める事ができる。
②導関数を用いて関数の値の増
　減や極値を調べ、グラフの概
　形をかく方法を理解する。

①関数の局所的な変化に着目
　し、問題を解決する方法に
　ついて考察している。

①微分法の有用性を認識し、積
　極的に問題解決に活用しよう
　としている。
②問題解決の過程を振り返って
　考察を深めようとしている。

時 ねらい 学習活動
評価規準

(評価方法)

1 微分法の概念を導入し、その有
用性を認識する。また、平均変
化率について理解する。

教材１を用いて、新型コロナウイルス新規感染者数の変化
率を、グラフの接線の傾きの値によって観察する。また、グラ
フの変化率を求める手立てとして、平均変化率を理解する。

知①
態①
(ﾜｰｸｼｰﾄ)

2 平均変化率と極限値による微分
係数の定義を理解し、それに基
づいて微分係数を求める事がで
きる。

教材２を用いて、平均変化率のxの変化量hを限りなく0に近
づける様子を観察する。また平均変化率の極限値として微
分係数を定義し、与えられた関数における微分係数やグラ
フの接線の傾きを求める。

思①
知①
(ﾜｰｸｼｰﾄ)

3 導関数の定義を理解し、それに
基づいて微分係数を求める事が
できる。

微分係数f´(a)において、aを変数とみなす考え方から導関
数を定義する。また、定義に基づいて与えられた関数の導
関数を求める。

知①
(ﾜｰｸｼｰﾄ)

4 導関数の性質を用いて、多項式
関数を微分することができる。

{f(x)+g(x)}´=f´(x)+g´(x)、{kf(x)}´=kf´(x)、(x  )´=nx
等の導関数の性質を用いて、与えられた関数を微分する。

知①
(ﾜｰｸｼｰﾄ)

5 導関数を用いて微分係数を計
算することができる。

与えられた関数を微分して導関数を求め、それを用いて微
分係数を計算する。また、GeoGebraを用いて微分係数の値
が接線の傾きに一致しているか確かめる。

知①
態②
(ﾜｰｸｼｰﾄ)

6 導関数を用いて曲線の接線の
方程式を求めることができる。

導関数を用いて与えられた曲線上の点における接線の傾き
を求め、それをもとに接線の方程式を求める。また、
GeoGebraを用いて求めた直線が曲線に接するかどうか確
認する。

知①
態②
(ﾜｰｸｼｰﾄ)

7 導関数の値の符号と関数の増
減の対応関係を理解し、関数の
増減を調べる事ができる。

教材３「グラフの形当てゲーム」を通して、導関数の値の符
号と関数の増減の対応関係を理解し、与えられた関数の増
減表を作る。

思①
(ﾜｰｸｼｰﾄ)

8 関数の極値について理解し、そ
れを求め、グラフの概形を書くこ
とができる。

極値の意味について理解し、導関数を用いて与えられた関
数の極値を求め、グラフの概形を書く。また、GeoGebraを用
いて求めたグラフの概形が正しいかどうか確認する。

知②
態②
(ﾜｰｸｼｰﾄ)

9 これまでの学習内容を振り返る。 これまでに学んだ知識及び技能の習得を確認する単元テス
トを行う。また、アンケートによって学んだ事を振り返る。

知①②
(単元ﾃｽﾄ)
態①(ｱﾝｹｰﾄ)

n      n-1 

(

本
時) 



６．本時の展開（単元の 7 時間目） 

 （１）本時の目標 

   導関数を用いて関数の値の増減を調べる方法を理解する 

 

（２）本時の評価規準  

おおむね満足できると 

判断できる状況（Ｂ） 

導関数の値の符号と関数の増減の関係を理解し、それを用いて関数の増減

を表にまとめることができる。 

十分満足できると判断 

できる状況（Ａ） 

「おおむね満足」に加えて、自分の考えを説明することができる。 

努力を要すると判断し 

た生徒への支援（Ｃ） 

導関数の値が正ならば関数は増加、負ならば減少である事を伝え、増減表

の書き方を指導する。 

 

 （３）本時の指導過程 

時間 
学習内容と活動 

（○教師の活動 ●生徒の活動） 
指導上の留意点 評価 

導入 

１０分 

クイズ接線の傾きf´(x)の値から、f(x)のグラフの形を当て

てください。 

〇GeoGebraの画面をスクリーンに映し、f´(x)の値を変化

させていく。 

●f´(x)の値の変化をワークシートの表にまとめ、f(x)のグ

ラフの形を考察する。 

・ f´(x)の符号を表にまと

める作業を通して、増減

表の導入を進める。 

接線の傾きの値か

ら、関数のグラフ

の形を考察する

【思①】 

 

展開 

３８分 

f´(x)>0 ⇒ f(x)は増加 ↗ 

f´(x)<0 ⇒ f(x)は減少 ↘ 

〇クイズの考察から、f´(x)の符号と f(x)の増減の関係に

ついてまとめる。 

 

問３ 次の関数の増減を調べよ。 

(1) f(x)=x2-6x      (2) f(x)=x3-6x2+9x+2 

〇問３の解説を通して、f´(x)の符号を調べ増減表をかく

方法を伝える。また、GeoGebra でグラフを表示して増

減の考察が正しいか確認する方法を伝える。 

 

(ﾜｰｸｼｰﾄ)１ 次の関数の増減を調べよ。 

(1) f(x)=x2-4x+5      (2) f(x)=4x3-12x+7 

●問３の方法を参考に問題を解く。また、各自のスマート

フォンで GeoGebra を操作し、関数のグラフを表示して

増減の考察が正しいか確認する。 

 

 

 

 

 

 

・GeoGebra で実際にグラ

フを見ることで、f´(x)によ

る f(x)の増減が正しく読

み取れていることを確認

する。 

 

・GeoGebra の操作が上

手くいかない生徒がいれ

ば支援する。 

導関数を用いて関

数の値の増減を調

べる方法を理解し

ている【知②】 

まとめ 

２分 

●「今日の自己評価」記入   

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


